
 ６月のスペシャル展示コーナーのテーマは「安野光雅特集」です。 

「ふしぎなえ」「天動説の絵本」「旅の絵本シリーズ」など、数々の絵本を出版した画家・絵本作家の安野光雅

氏は、１９２６年に島根県に生まれました。ケイト・グリーナウェイ賞特別賞、ボローニャ国際児童図書展グラ

フィック大賞、国際アンデルセン賞など受賞歴も多数あります。生誕１００年の今年、町図書館で所蔵している

絵本を展示いたします。ぜひ展示コーナーをご覧ください。 

編集・発行：鏡石町図書館 第３３２号  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「課題図書入荷のお知らせ」 

「第７２回青少年読書感想文全国コンクール」の課題図書が入荷いたしました。 

「小学校低学年」「小学校中学年」「小学校高学年」「中学校」「高等学校」の５部門です。 

貸出中の本は予約をすると、次に優先的に借りることができます。 

※課題図書は貸出延長できません。返却期日までにお返しください。 

 

また、図書館員選定の「夏休み向けおすすめ図書」も７月中旬頃からカウンター前に展示いたします。 

「小学１・２年生向け」「３・４年生向け」「５・６年生向け」「中学生向け」の４部門に分かれています。今年

も選りすぐりの図書を展示しますので、夏休みに読みたい一冊を探しにきてくださいね。 

 〒９６９－０４０４    鏡石町図書館   

福島県岩瀬郡鏡石町旭町４４０番地６ 

℡０２４８－６２－１２８８ 

◎「こども戦争と平和」 小原 雅博：監修  株式会社カンゼン 

 

この本は人類の歴史を振り返り、戦争や紛争の歴史・原因となった出来事、戦争を終わら

せるために解決しなければならない課題などを、子どもさんにもわかりやすく解説していま

す。歴史を学び、平和をつくるにはどうするべきかを考えるヒントになる本です。 

◎「モンスターホテルでリサイクル」 柏葉 幸子：著／高畠 純：絵 

    小峰書店 

 

まちはずれにモンスター専門のホテルがあります。今日はまちでフリーマーケットがある

ので、モンスターたちも人間にまじってこっそり出店するのです。ところが、その中につち

グモのスパイダさんの大事なお守りがまぎれてしまいました。お守りは無事に取り返せるの

でしょうか…？ 1991年から刊行が続くモンスターホテルシリーズの最新作です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

2026 1 2 3 4 5 6

6月 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

1 2 3 4

7月 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

　　　　は、行事のある日です。

は休館日

は館内整理日による休館

６月の児童室前の絵本展示のテーマは「夏の絵

本」です。 

おばけ屋敷に住んでいるおばけたちの夏の一日

を描いた絵本「おばけの真夏日」では、ろくろっ首

がすいかを買いに行き、すなかけばばあが、流しそ

うめんの準備をして…と楽しそうな様子です。 

ほかにも、夏に読みたい楽しい絵本をたくさん展

示します。親子で展示コーナーをのぞいてみてくだ

さいね。 

◎図書館に入荷している主な新刊をご案内いたし

ます。 

◎図書館の蔵書は、町ホームページの図書館ページ

から検索することができます。（インターネットで

の予約はできません。） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【一般書・実用書】 

 

・「大人も子どもも楽しめる社会科見学 2026」

大洋図書 

 

・「オートキャンプ場ガイド 2026」 

実業之日本社 

 

・「経理の教科書1年生」宇田川 敏正：監修 

新星出版社 

 

・「学生のためのワークルール入門」 

淺野 高宏：編著／旬報社 

 

・「図解眠れなくなるほど面白い民俗学の話」 

島村 恭則：監修／日本文芸社 

 

・「もふかわパンチニードル」mmfum：著 

KADOKAWA 

 

・「包むだけ！ワンパン蒸しレシピ」宝島社 

 

・「がんばらないゆる無添加レシピ」はりー：著 

ワニブックス 

 

 

【小 説】 

 

・「貝殻航路」久栖 博季：著／文藝春秋 

 

・「劇場という名の星座」小川 洋子：著／集英社 

 

・「ふつうの家族」辻堂 ゆめ：著／講談社 

 

・「俺の恋バナを聞いてくれ」新川 帆立：著 

小学館 

 

・「君の不在の夜を歩く」窪 美澄：著／新潮社 

 

・「ママがロックンロールしてたころ」 

東山 彰良：著／集英社 

 

 

※このほかにも、たくさんの新刊が入荷しておりま

す。詳しくは毎月発行の新刊図書案内をご覧くださ

い。 

 

６月の丸テーブルの展示テーマは「宮尾登美子

特集」です。 

１９２６年、高知県に生まれた宮尾氏は、芸道

ものや歴史小説を多く出版し、「一絃の琴」で第８

０回直木賞を受賞しました。その後も、「天璋院篤

姫」「蔵」などの名作を世に送り出し、映画化・ド

ラマ化された作品も数多くあります。 

玄関近くの丸テーブルに特設コーナーを設け

て、著作を展示いたします。どうぞ手に取ってご

覧ください。 


